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自
民
党
県
連
が
夏
の
参
院
選
公

認
候
補
選
び
に
行
っ
た
『
党
員
投

票
』
を
一
部
の
県
議
、
市
議
は
「
福

井
県
の
選
挙
史
上
類
の
な
い
ダ
ー

テ
ィ
ー
さ
」
と
酷
評
す
る
。 

 

党
員
投
票
を
『
公
明
正
大
』
と

稲
田
朋
美
自
民
党
県
連
会
長
は
明

言
し
た
が
、
県
内
の
全
自
民
党
員

約
８
５
０
０
人
の
約
半
数
の
党
員

に
は
２
通
の
封
書
が
届
き
、
１
通

に
は
投
票
用
紙
と
関
係
書
類
、
も

う
１
通
に
は
３
、
４
種
類
の
怪
文 

           

    

書
が
同
封
さ
れ
、
多
数
の
党
員
は

自
民
党
県
連
が
誘
導
し
た
と
錯
覚
。

「
県
連
は
何
と
汚
い
手
を
使
う
の

か
」
と
評
判
に
も
な
っ
た
。 

県
連
は
互
い
に
誹
謗
中
傷
し
な

い
と
誓
約
書
を
取
り
付
け
な
が
ら
、

特
定
の
候
補
を
誹
謗
中
傷
し
た
怪

文
書
は
い
ず
れ
も
道
義
に
反
す
る

卑
劣
極
ま
り
な
い
文
面
で
あ
り
、

投
票
用
紙
と
怪
文
書
が
同
じ
日
に

送
付
さ
れ
た
と
は
言
語
道
断
。 

保
守
王
国
、
福
井
選
挙
区
の
自

民
党
公
認
を
得
た
か
ら
に
は
参
院

選
当
選
間
違
い
な
し
。
41
歳
、
東 

 

        

      

大
法
学
部
卒
、
財
務
省
出
身
か
つ

夫
人
は
台
湾
人
の
ス
ー
パ
ー
エ
リ

ー
ト
が
政
界
デ
ビ
ュ
ー
と
相
成
る
。 

 

泥
に
ま
み
れ
た
前
代
未
聞
の

「
ダ
ー
テ
ィ
ー
選
挙
」
。
本
人
の
み

な
ら
ず
福
井
県
民
自
民
党
全
体
の

没
義
道
の
極
致
と
言
え
る
。
ま
た

し
て
も
、
川
田
達
男
福
井
商
工
会

議
所
会
頭
・
西
川
一
誠
福
井
県
知

事
・
宮
﨑
和
彦
福
井
商
工
会
議
所

常
務
理
事
演
出
の
ド
ラ
マ
の
再
現

で
あ
り
、
今
回
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
の
一
員
と
し
て
稲
田
県
連
会
長

が
存
在
す
る
。 

２
月
中
旬
、
瀧
波
氏
は
選
挙
運

動
の
最
中
に
も
関
わ
ら
ず
急
き
ょ

上
京
。
２
日
半
滞
在
し
、
稲
田
県

連
会
長
と
菅
義
偉
官
房
長
官
、
他

自
民
党
幹
部
数
名
に
よ
る
密
会
が

持
た
れ
、
重
要
な
作
戦
会
議
が
行

わ
れ
た
様
子
。 

    
  

投
票
用
紙
が
配
達
さ
れ
た
日
か

ら
情
勢
は
一
転
、
一
夜
に
し
て
潮

目
に
変
化
あ
り
と
、
関
係
者
は
指

摘
す
る
。 

年
末
の
衆
院
選
で
政
権
奪
還
を

成
し
遂
げ
た
県
連
は
、
参
院
選
候

補
者
選
び
が
本
格
化
。
す
で
に
、

大
野
市
出
身
で
前
財
務
省
機
構
業

務
室
長
の
瀧
波
宏
文
氏
、
学
校
法

人
金
井
学
園
理
事
長
の
金
井
兼
氏
、

高
浜
町
の
元
県
議
、
一
瀬
明
宏
氏

の
３
人
が
県
連
幹
部
や
県
議
ら
有

力
者
へ
の
あ
い
さ
つ
回
り
を
す
る

な
ど
選
挙
活
動
さ
な
が
ら
に
動
き
、

稲
田
県
連
会
長
の
手
腕
と
技
量
の

見
せ
所
と
な
っ
た
。 

稲
田
会
長
は｢

公
明
正
大
に
選

定
す
る
た
め｣

と
大
義
名
分
を
付

け
公
募
制
に
よ
る
〝
党
員
投
票
〟

を
公
表
。
県
連
27
支
部
い
ず
れ
か

の
推
薦
を
受
け
た
公
募
者
の
中 

没
義
道
の
極
致
！ 

前
代
未
聞
の｢

ダ
ー
テ
ィ
ー
選
挙｣

 

夏
の
参
院
選
に
向
け
、
自
民
党
県
連
稲
田
朋
美
会
長
は
県
連
史
上
初
の

「
党
員
投
票
」
を
決
行
。
そ
れ
は
没
義
道
の
極
致
、
ま
た
も
や
中
央
と
あ

る
一
部
に
支
配
さ
れ
た
公
認
選
び
で
あ
り
、
県
民
の
信
頼
を
大
き
く
失
墜

さ
せ
た
。
互
い
に
誹
謗
中
傷
は
し
な
い
と
い
う
誓
約
書
を
取
り
付
け
な
が

ら
怪
文
書
が
投
票
用
紙
と
同
じ
日
に
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。
結
果
は
、

正
直
者
が
バ
カ
を
見
た
。 
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ら
無
記
名
の
党
員
投
票
で
公
認
候

補
１
人
を
決
め
る
と
い
う
県
連
史

上
初
の
試
み
に
出
た
。
瀧
波
氏
は

大
野
市
支
部
、
一
瀬
氏
は
高
浜
町

支
部
、
金
井
氏
は
福
井
市
支
部
の

推
薦
を
取
り
付
け
候
補
者
公
募
に

申
請
。
３
陣
営
は
事
実
上
の
自
民

党
公
認
を
受
け
る
選
挙
戦
に
突
入
。 

２
月
19
日
党
員
投
票
告
示
、
３

月
２
日
開
票
と
決
ま
っ
た
が
、
各

陣
営
は
す
で
に
電
話
作
戦
や
有
力

者
の
人
脈
を
伝
手
に
党
員
へ
の
働

き
掛
け
な
ど
を
展
開
。 

昨
年
の
松
村
氏
の
引
退
表
明
を

受
け
、
本
県
の
〝
政
界
の
ド
ン
〟

山
崎
正
昭
参
院
議
員
が
金
井
氏
の

政
界
転
身
を
決
意
さ
せ
、
全
面
支

援
に
動
い
た
。
稲
田
県
連
会
長
は

自
身
の
こ
れ
ま
で
の
選
挙
で
全
面

支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
恩
も
あ

り
、
福
井
市
支
部
幹
部(

自
民
党
１

区
選
出
県
議
、
保
守
系
福
井
市
会

議
員)

を
招
集
し
、
「
金
井
氏
を
支

援
し
て
ほ
し
い
」
と
頭
を
下
げ
た
。

幹
部
か
ら
は
稲
田
県
連
会
長
の
顔

だ
け
で
「
宜
し
く
」
は
失
礼
だ
と

い
う
意
見
も
出
た
が
、
全
会
一
致

で
金
井
氏
推
薦
を
決
め
た
。
前
田

康
博
県
議
を
後
援
会
長
に
決
め
、

放
送
会
館
内
に
事
務
所
を
開
き

「
金
井
絶
対
優
勢
」
の
勢
い
を
見

せ
て
い
た
。 

結
果
は
、
本
県
で
ほ
ぼ
無
名
の

瀧
波
氏
が
投
票
数
の
６
割
超
を
獲

得
し
、
夏
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選

挙(

任
期
６
年
解
散
な
し)

に
福
井

県
全
県
１
区
の
自
民
党
公
認
候
補

と
な
っ
た
。 

 

雨降る師走の総選挙 
「稲田先生」の出陣式に集まった支援者 


